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l キニーネによる国定薬疹
富岡容子
症例 21才男 初診 1965年 11月 15日。主訴全3
身の色素沈着と落屑。家族歴，既往歴，特記すべき
ことなし。現病歴現在まで 3回，富山のカゼ薬服
用後，今回と同様皮診をみる。 10月 28日カゼ薬服
用後，口震の腫脹，手足の掻庫，ついで口居の水油
形成，発熱，全身の痛みを伴う紅斑を生ずる。来院
時急性症状は消退するも，精査のため入院。検査所
見: 理学的検査異常なく，尿，血沈，血清電解質，
肝機能などすべて正常。服用した薬の各成分につ
き，貼布テスト，掻皮テスト施行。すべて陰性。つ
ぎに，各成分につき，常用量の 1/5にて，内服テス
ト施行したところ，塩酸キニーネ O.lgにて30分，
後に手足に異和感，口属部の腫脹，さらに数時間後
に，発熱，全身紅斑を来たす。以上より，キニーネ 
による薬疹と診断し，副腎皮質ホ Jレモン，抗ヒスタ
ミン剤にて治療した。
討論
竹内教授:キニーネ固定疹はめずらしい。眼変化を
伴っていたか。
富岡:ない。
今井:似た皮疹を呈した例があった。内服のアナム
ネーゼはあるが，パッチテストは行わなかった。 
2. 赫細胞癌を生じた先天性表皮水癌症の一例
菅原 宏 
20才秋より先天性表皮水痛を発症， 当時(1928
年〉から， 当科外来で経過観察中の患者が 51才頃
より水癌形成を認めなくなったが， 56才の秋頃，最
も萎縮，癒痕形成盛んな，左手背部民，表面粗大頼
粒状，出血性，黄白色膿苔を帯びたほぼ鶏卵大の腫
癌を形成して来院。組織学的検索により束事細胞癌と
診断。
先天性表皮水庖症を 40年の長・期に亘って観察し， 
その搬痕上に癌の形成を見た稀な例である。舌癌以
外に本症より癌を生じたものは，恐らく本邦第 1例
目と考えられる。 ちなみに本症例は 1937年教室先
於千葉大学附属病院 
輩，江尻伊三郎によって，本邦で最も詳細な先天性
表皮水癌症の原著として発表され， また第 31回日
皮総会にも症例報告されたものである。
討論
山崎:私は在・局中 10年間受持であった。 40年間の
経過観察はめずらしい。腫蕩の発生は本邦 1例
目ではないか。
菅原:検索中である。 
3. 良性滑液膜腫を疑いしー症例
滝沢和彦
患者 20才男子。主訴左栂指腫癌。家族歴および
既往歴には特記すべきことなし。現病歴は幼少時よ
り左栂指根部に嚢腫様の腫癌あり。漸次大きさを増
し現在に至る。圧痛，自覚痛なく，皮膚ならびに底
部との癒着はない。
Angiographieならびに Zyotographieにて，動
脈および静脈との連絡を認めたが，持動はふれな
い。組織は線維成分が種々の方向に錯そうし， Fib-
roblasten，Histiozyten，Syncitium-zel1，その他不
明の原形質泡状の細胞等細胞成分多く，中央裂隙に
は，血液成分があり，毛細血管新生像はなかった。
これら臨床所見および組織所見より benign syno-
viomaが疑われた。
討論
竹内教授:組織学的所見は。
小林:臨床的には subkutanesnodulares Angiom 
を疑ったが，組織学的には， Endothelwucher-
ungとは考えられず，曙銀線維の増殖から 
Haemangiopericytoma (Stout & Muray)で
はないかと考えている。しかし，文献的一致を
r 
d必ずしもみていない。 
4. 悪性黒色腫の治験
番場秀和 
60才男。 2年前左手掌に粟粒大黒子に気づく。本
年 2月，金槌で叩き小豆大の血マメ様になったので，
錐で表皮を剥し化膿。当時一円貨大。 5月頃から急
速に増大。 1965年 8月 12日来院。左手掌尺骨側に
